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 図4マージン値で補正した場合
 のV&1法と1SN法の測定値の偏差
 の偏角が0。の場合は3dlB、最大である20。の場合は4.8dBのマージンを加えない限り上述した
 V&1法の仮説が成り立たないことを明らかにした。本シミュレーション結果を検証するため、電子
 機器の通信端子の妨害波測定をV&1法およびISN法の両者で実施した。図4に4.8dBのマージン
 値で補正した場合のV&1法とISN法の測定値の偏差を示す。同図からわかるように、両測定法の偏
 差は常にOdB以上であり、本補正によりV&1法に対する仮説は常に成立し、実用に供する可能で
 あることを明らかにした.
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 論文審査結果の要旨
 電子機器の高速化・広帯域化に伴って,通信端子に発生するコモンモード伝導妨害波やこれに起因す
 る放射妨害波の対策が急務となっている.本論文は,電子機器の通信端子におけるコモンモードの測定
 法と放射妨害波強度の推定法について行った一連の研究をまとめたもので,全編6章よりなる。
 第1章は緒論である。
 第2章では,通信装置及び線路の不平衡に伴うコモンモード電圧について検討している.まず,通信
 線の不平衡によって放射妨害波が発生することを実験により示している.また,従来は装置の不平衡に
 伴うコモンモードが支配的懸あったが,信号の周波数の上昇に伴って線路の不平衡に伴うコモンモ}ド
 が支配的になることを指摘し,伝送信号のディファレンシャルモード電圧と通信線の平衡度からコモン
 モード電圧を推定する式を導き,その妥当性を実験により検証している・
 第3章では,通信線路から放射される妨害波の強度と通信端子のコモンモード電圧の関係を明らかに
 している.まず,周波数並びに線路からの距離に対する放射妨害波の強度を測定し,この強度と通信端
 子におけるコモンモード電圧の関係を明らかにしている.次に,周波数帯毎にこれらの関係を示す係数
 を導き,その妥当性を検証している.この係数は国際無線障害特別委員会(CISPR)の通信端子妨害許
 容値に反映されている.
 第4章では,多対の通信線路のコモンモードの評価法について述べている.まず,多対線に平行2線
 用の擬似通信園路網(lm鉾αanceSt&めilizationNetwork,ISN)を用いると実際に存在しないコモンモ
 ー ドが測定されることを指摘している.次に,多対線路用のISNを設計し,13種類のISNを胴いるこ
 とにより,50対線以下の線路のコモンモード電圧の測定が可能であることを示している.これは,近年
 広く利用されている多対線路の評価法として有用であり,高く評価できる,
 第5章では,通信線のコモンモード電圧と電流を測定ずる方法(V&1法)について検討した結果が述
 べられている.V&1法は通信線を切断することなく測定できるので,IS鑓法に比べて実用的であるが,
 2つの測定結果の関係が不明確であった.そこで,パラメータを広い範囲で変化させたシミュレーショ
 ンより2つの測定結果の関係を検討し,V&1法の結果はISN法に比べてコモンモードのレベルが常に
 大きくな喬との従来の仮説が成立じない場合があることを明らがにし,V&1法の結果を4.8δB増加させ
 るとこの仮説が成立することを述べている。
 第6章は結論である。
 以上要するに本論文は,電子機器の通信端子におけるコモンモードの測定法,並びに放射妨害波強度
 の推定法について研究を提案し,その有効性を示したもので,環境電磁工学並びに電気・通信工学の発
 展に寄与するところが少なくない。
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と詰める。
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